
菅
原
道
真
研
究―『菅

家
後
集
』

全
注
釈

（十

四
）
―

焼

山

廣

志

今
ま
で
十
三
回
に
亘
っ
て

『菅
家
後
集
』
の
作
品
の
全
注
釈
を
試
み
て

来
た
が
、
今
回
よ
り
作
品
中
、
最
大
の
長
編
で
あ
る
、
五
言
排
律
、
「
捌

救
意

一
百
韻
」
の
注
釈
に
移
り
た
い
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
現
在
、
詳

細
な
注
釈
が
柳
澤
良

一
氏
に
よ
り
公
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。（↓
重
複
の
そ
し

り
を
免
れ
な
い
が
、
こ
の
学
恩
の
駿
尾
に
付
し
つ
つ
、
筆
者
な
り
の
作
品

の
解
釈
を
以
下
に
展
開
し
て
み
た
い
と
思
う
。
今
回
は
第

一
句
か
ら
十
六

句
ま
で
の
注
釈
を
試
み
る
。

具
体
的
に
注
釈
を
進
め
る
前
に
、
こ
の
作
品
全
体
に
つ
い
て
の
筆
者
の

見
解
を
以
下
に
概
説
し
て
お
く
。

谷
口
孝
介
氏
の
著

『菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

一
文
を
載
せ
る
。

二
、

一
百
韻
形
式
の
享
受
と
意
図

五
言
二
百
句
か
ら
な
る
五
言
排
律
で
あ
る

「叙
意

一
百
韻
捌
」
が
、
『菅

家
後
集
』
の
み
な
ら
ず
、
道
真
の
全
作
品
の
中
で
も
も
っ
と
も
質
量
と
も

に
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
雄
篇
が
、
杜
甫
が
創
始
し
白
居
易
と
元
種
と
が
文
学
形
式
と
し
て
定

着
せ
し
め
た

一
百
韻
形
式
の
五
言
排
律
を
倣

っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
と
に

白
居
易

「東
南
行

一
百
韻

16
ー
鵬
」
と
そ
れ
に
和
し
た
元
種

「酬
楽
天

東
南
行
詩

一
百
韻

脚
」
と
に
多
く
の
措
辞
を
拠
り
な
が
ら
制
作
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
川
口
久
雄
氏
に
よ
る
詳
細
な
指
摘
が
存
在

す
る
。

す
で
に
川
口
氏
も

「
（白
居
易
の
）
こ
う
し
た

一
百
韻
詩
群
の
大
作
が
、

既
調
も
し
く
は
退
居
の
失
意
の
う
ち
に
連
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す

べ
く
、
（中
略
）
元
積
の
波
瀾
に
み
ち
た
時
期
は
正
し
く
白
居
易
の
失
意

の
時
期
と
重
な
り
、
こ
の
両
者
が
と
も
に

一
百
韻
自
照
の
長
詩
を
よ
み
か

わ
し
た
と
こ
ろ
の
東
南
行

一
百
韻
唱
酬
の
二
作
は
、
両
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
高
ま
り
交
錯
し
た
接
点
に
立
つ
も
の
と

い
え
よ
う
」
と
指
摘
す
る
よ
う
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に
、
こ
れ
ら
の
元
白
の
作
品
が

「既
諦
も
し
く
は
退
居
の
失
意
」
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
（中
略
）
元
白
の
長
排
は
い
う

ま
で
も
な
く
こ
の
杜
甫
の
作
品
の
方
法
を
継
承
し
て
成

っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
同
じ
く
し
て
憂
情
で
は
あ
っ
て
も
左
遷
を
こ
れ
ら
の
詩
群
の
主
題
と

し
た
こ
と
が
杜
詩
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
道
真
が

「叙
意
」
詩
を

一
百
韻
形
式
に
よ
っ
て
制
作
し
た
動
機
と
し
て
は
、

一
百

韻
と
い
う
詩
形
式

一
般
の
性
格
に
起
因
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
ま
さ
に
白

居
易

「東
南
行
」
が

一
百
韻
形
式
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の

「叙
意
」
詩
の
形
式
が

一
百
韻
で
あ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
お
の
ず
と
同
形
式
の
白
居
易

「東
南
行
」
を
踏
ま
え
て

作

っ
て
い
る
こ
と
を
読
む
者
に
理
解
さ
せ
、
意
識
に
上
ら
せ
る
仕
掛
け
と

な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
元
白
の
一
百
韻
詩
を
い
っ
ぽ
う
に
置
い
て
こ
の

「叙
意

一

百
韻
」
を
読
む
こ
と
で
、
こ
の
作
品
の
性
格
も
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
。

元
白
詩
と

の
差
異
は
ま
ず
詩
題
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
杜
詩
も
含
め
て
元

白
の

一
百
韻
詩
は
い
ず
れ
も
贈
答
詩
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
作
品
は
自
己
に
係
る
詠
懐
を
故
友
に
理
解
を
求
め
る
意
図
で
制
作
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
ぼ
う
道
真
詩
は
こ
の
長
詩
の
結
聯
で

「叙
意
千

言
裏
、
何
人

一
可
憐
」
と
、
千
言
に
尽
く
し
た
自
己
の
意
に
共
感
し
て
く

れ
る
人
物
が
い
な
い
孤
絶
感
を
い
っ
て
詠
い
収
め
る
。
そ
う
す
る
と
唐
詩

に
は
絶
え
て
見
な
い

「叙
意
」
と
い
う
い
っ
け
ん
そ
っ
け
な
い
詩
題
に
も
、

ど
の
よ
う
に
い
っ
て
も
周
囲
の
人
間
に
理
解
さ
れ
な
い
詩
人
の
、
万
感
の

思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（第

一
節

『菅
家
後
集
』
の
世
界
ー

『白
氏
文
集
』
を
対
称
軸
と
し
て
ー

二
四
九
～
二
五
二
頁
）

引
用
が
長
く
な

っ
た
が
、
筆
者
は
こ
の
谷
口
氏
の

一
文
は
ま
さ
し
く
傾

聴
に
値
す
る
卓
見
だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出

な
い
が
、
更
に
次
の
よ
う
な
見
解
を
提
起
し
た
い
。

そ
れ
は

"こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
の
詩
句
内
容
が
重
層
構
造
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
"
と
い
う
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
は
、
道
真

の
意
に
反
し
て
僻
地
の
太

宰
の
地
に
左
遷
さ
れ
た

「天
涯
孤
独
」
の
絶
望
的
な
状
況
の
中
で
詠
ま
れ

た
作
品
で
あ
る
。
従
っ
て
、
道
真
の
心
を
慰
む
も
の
は
、
同
境
遇
の
人
々

の
生
き
方
に
擬
う
し
か
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
れ
ら
の

人
々
は
道
真
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
考
え

て
中
国
古
典
籍
の
中
に
し

か
求
め
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
故
に
こ
の
作
品
中
に
は
、
多
く
の
古

人
の
事
例
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の

「叙

意

一
百
韻
」
は
、
道
真
の
博
学
多
識
な
事
を
、
改
め
て
読
む
も
の
に
印
象

付
け
る
作
品
と
も
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詩
句

の
中
に
込
め
ら
れ
た
中

国
古
典
籍
の
故
事

・
逸
話

・
事
例
を
丹
念
に
読
み
解
く
作
業
を
通
し
て
こ

の
作
品
の
意
図
す
る
も
の
を
表
出
さ
せ
る
や
り
方
が
求
め
ら
れ
る

一
方
で
、

先
に
引
用
し
た
谷
口
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
白
居
易

・
元
積
の

「東
南

行

一
百
韻
」
「酬
楽
天
東
南
行
詩

一
百
韻
」
両
詩
か
ら
の
投
影
を
念
頭

に
お
い
た
、
道
真
の
詩
句
内
容
の
深
層
的
な
と

こ
ろ
の
分
析
も
求
め
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
の
も
重
層
さ
せ
て
考
察
し
た
中
か
ら
初
め
て
こ
の

「叙
意
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一
百
韻
」
で
道
真
の
言
わ
ん
と
す
る
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
を
複
数
回
に
分
け
て
、
前
者

の
分
析
方
法
で
あ
る

「字
句
」
そ
の
も
の
に
込
め
ら
れ
て
い
る
中
国
古
典

籍
か
ら
の
投
影
の
指
摘
を
主
眼
に
注
釈
を
進
め
て
み
た
い
。
そ
し
て
全
二

〇
〇
句
の
注
釈
を
終
え
た
後
に
、
改
め
て
、
後
者
の
分
析
方
法
で
あ
る
、

主
に
白
居
易

・
元
積
の
先
の
二
詩
と
の
比
較
を
通
し
て
、
全
体
の
構
成

・

詩
情
等
の
分
析
を
試
み
、
深
層
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
を
探
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

今

か
ら
注

釈
を

進

め
る
上

で
の

「
凡
例

」

は
前
稿

（2
）の
そ

れ

に
倣
う

。

以
下

、
作
品

の
注

釈
は

便
宜

上
、

八
句
ず

つ
に
分

け

て
行

っ
て

い
き
た

い
。

二

鰻

叙

意

一
百
韻

（そ

の

一
）

～

一
句

か

ら
八
句

目

～

生
涯
無
定地

○
○
○
●
●

運
命
在
皇
天

●
●
●
○◎

職山豆

圖
西
府

●
●
○
○
●

名
何
替
左
遷

○
○
●
●◎

既
降輕

自
芥

●
○
○
●
●

駈
放
急
如
弦

○
●
●
○◎

換
撮
顔
施
厚

●
●
○
○●

章
狂
踵
不
旋

○
○
●
●
◎

*
脚
韻

は
下
平
声

「
先
」
韻
。
韻

字
は

「天

・
遷

・
弦

・
旋

」
で
あ
る
。

閣囲

園
幽○叙…叙

（
●）

（

彰

考）

▼
頭
注
「
有
五
言
二
字
分注

」

…
（大

島）

○
弦
…

絃

（
○）

（
静
嘉）

（尊

四
）

▼
頭
注
「
弦
作
絃」

…
（

大

島）

○愈

…

遽

（
○）

（

内

閣）

（大

島）

（

松

平）

（

彰
考）

（
尊

こ
（尊

二
）

（

尊
四
）
（

太
一
）

（
太
二）

同困

[

全
本

▼
頭
注

「逮
作
愈
」
…

（大
島
）

團
・
生
涯

定

地

無

し

.
運
命

皇

天

に
在
り

・
職

量

に

西
府
を

圖

ん

や

・
名

何

ぞ

左

遷

に
替

ら

ん
や

・
財

降
せ

ら

る
る

こ
と

芥

よ
り
輕

し

・
駈

放
せ

ら

る
る

こ
と

弦

よ
り
急

な

り
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・
換

蔽
し

て

顔

愈

い
よ

厚

し

・
章

狂
し

て

踵

施

ら

さ
ず

図
・
人

の

一
生

と

い
う
も

の
に
は
、

定
ま

っ
た
状

態

と

て
な
く

・
そ

の
人

間

の
運
命

は

、

天
を
支

配
す

る
神

に
全

て
を
委

ね

ら

れ

て

い
る

。

・
ま

さ
か
私

自
身

が
、
鎮

西

の
太
宰

権
帥

と

い

っ
た
職
を

手

に

し
よ
う

と

考
え

た

こ
と
が
あ

っ
た
だ

ろ
う

か
。

・
右
大

臣

の
職

か

ら

（突

如
と

し

て
）
左

遷

の
身

に
替
わ

ろ
う

と

は

一
体

ど
う

し
た

こ
と

か
。

・
官
位
を

お
と

し

し
り

ぞ
け

ら
れ

る
こ
と

、
塵

芥
よ

り
も

軽
く

あ

し
ら

わ

れ
・
京

か
ら
追

い
払

わ
れ

る

こ
と

、
弓

か
ら
矢

が

放
た

れ

る
か

の
よ
う

に
せ

か

さ
れ
た

。

・
（そ

の
事

態

の
当

事

者

で
あ

る
私

は
）

恥

ず

か
し

さ

で
赤

面

し
、

そ

れ

が
高

じ

て
、
顔

面
が

い
よ

い
よ
厚

く
な

る
。

・
（そ

の
事

態

に
遭

遇

し

て
）
あ

わ

て

ふ
た

め
き

追

放

さ
れ

る
様

は
、
踵

を

向
き

か
え

る
時

間
も

な

い
ほ
ど

で
あ

っ
た

。

国
○
生
涯
…

一
生
の
間
。
命
の
限
り
。
死
ぬ
ま
で
。

〔
『荘
子
』
「養
生
主
」〕
に

「吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
」
の

事
例
が
見
え
る
。
〔杜
甫

「江
畔
猫
歩
尋
花
詩
」〕
に

「報
答
春

光
知
有
庭
、
鷹
須
美
酒
送
倒
淵
」
の
句
が
見
え
る
。
『漢
語
大

詞
典
』
に
は

「語
本

《荘
子

・
養
生
主
》
"吾
生
也
有
涯
、
而

知
也
無
涯
"
原
謂
生
命
有
邊
際
。
限
度
。
後
指
生
命
、
人
生
」

と
説
明
し
、
「陳
沈
燗
」
の

「独
酌
謡
」
の

「生
涯
本
漫
漫
、

神
理
暫
超
超
」
の
句
を
引
く
。
『文
華
秀
麗
集
』
「奉
和
侍
中
翁

主
挽
歌
詞
二
首
」
（菅
清
公
）
に

「難
畳
生
涯
理
、
人
情
尚
可

悲
」
の
句
が
、
「奉
和
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
二
首
」
（巨
識
人
）
に

「夜
難
生
涯
儘
、
佳
城
艶
骨
論
」
の
句

が
見
え
る
。
『田
氏
家

集
』
「
㎜

題
竹
林
七
賢
圖
」
に

「生
涯
毎
寄
孤
雲
片
、
世
慮

都
忘

一
酔
中
」
の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「93

奉
和
兵

部
侍
郎
実
舎
弟
太
夫
之
作
」
に

「魂
世
蹄
來
何
庭
愚
、
生
涯
不

遇
痛
無
勝
」
の
句
が
、
「
躍

実
田
詩
伯
」
に

「実
如
考
批
苦

喰
茶
、
長
断
倒
淵
燥
灘
倶
」
の
句
が
、
「麗

驚
冬
」
に

「
不

愁
官
考
三
年
瓢
、
唯
歎
倒
淵
万
事
非
」
の
句
が
、
「謝

假
中

書
懐
詩
」
に

「悠
悠
皆
果
報
、
出
入
苦
生
涯
」
の
句
が
見
え
る
。

○
運
命
…
め
ぐ
り
合
わ
せ
。
運
。
人
生
に
遭
遇
す

る
吉
凶
禍
福
。
『漢
語

大
詞
典
』
に
は

「①
迷
信
指
令
中
注
定
的
生
死
、
貧
富
和

一
切

遭
遇
」
と
の
説
明
を
載
せ
、
「宋
鞄
照
」
の

「擬
行
路
難
詩
之

十
八
」
の
句

「封
酒
叙
長
篇
、
窮
途
運
命
委
皇
天
」
を
引
く
。
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又

「張
賀
」
の

「游
仙
窟
」
の
句

「嵯
運
命
之
蓮
逡
、
欺
郷
關

之
逸
」
を
引
用
す
る
。
『菅
家
文
草
』
「端
午
日
賦
丈
人
」
に

「運
命
歓
逢
端
午
日
、
追
尋
恐
聴
早
鶏
鳴
」
の
句
が
見
え
る
。

○
皇
天
…
天
の
敬
称
。
又
天
の
主
宰
神
。
『書
経
』
「大
禺
護
」
に

「皇
天

誉
命
、
奄
有
四
海
、
奄
有
四
海
、
為
天
下
君

（傳
）
言
発
有
此

徳
、
故
為
天
所
命
」
の
用
例
が
、
又

『楚
辞
』
「九
章

哀
郷
」

に

「皇
天
之
不
純
命
令
、
何
百
姓
之
震
葱
」
の
用
例
が
見
え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「対
天
乃
天
神
的
尊
称
」
と
し
て

『楚

辞
』
「離
騒
」
の

「皇
天
無
私
阿
分
、
覧
民
徳
焉
錯
輔
」
の
例

を
引
く
。
『白
氏
文
集
』
「㎜

予
與
微
之
老
而
無
子
。
獲
於
言

歎
。
著
在
詩
篇
。
今
年
冬
各
有
月

一
子
。
戯
作
二
什
。

一
以
相

賀
。

一
以
自
嘲
」
に

「陰
徳
自
然
宜
有
慶
、
皇
天
可
得
道
無
知
」

の
句
が
、
又
同
じ
く

「
捌

実
微
之
二
首
」
に

「妻
學
朋
友
來

相
弔
、
唯
道
皇
天
無
所
知
」
の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』

「47

芙
菅
外
史
、
奉
寄
安
著
作
郎
」
に

「命
 
皇
天
相
與
奪
、

高
才
不
遇
傳
先
存
」
の
句
が
見
え
る
。

畢
閣
闘
図

○
職

…
こ
こ
で
は
大
宰
権
帥
を
指
す
。
昌
泰
四
年

（九
〇

一
）
正
月
二

十
五
日
、
道
真
ら
の
左
遷
決
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
『日
本

紀
略
』
の
中
で

「諸
陣
警
固
。
帝
御
南
殿
。
以
右
大
臣
従
二
位

菅
原
朝
臣
任
大
宰
権
帥
。
以
大
納
言
源
朝
臣
光
任
右
大
臣
」
と

記

す
。

こ

の
道
真

の
左

遷

の
事
情

に

つ
い
て
は

、
所

功
氏

の
論

文

に
詳

し

い
。
（3
v
以

下
、

い
ち

い
ち

断

ら
な

い
が
、

歴
史

的
背

景

の
記

述

は
、

こ

の
所

氏

の
学
恩

に
拠

る
。

○
西
府
…
九
州
。
大
宰
府
の
別
称
。
『菅
家
後
集
』
「蜘

雪
夜
思
家
竹
」

に

「西
府
興
東
籠
、
關
山
消
息
絶
」
の
句
が
見
え
る
。

○
名
何
替
左
遷
…
道
真
は
、
昌
泰
四
年

（九
〇

一
）
正
月
七
日
に
、
藤
原

時
平
と
と
も
に
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、
右
大
臣
と
な

っ
た
。
そ

し
て
正
月
二
十
五
日
に
突
如
と
し
て

『政
事
要
略
』
等
に
載
せ

る
醍
醐
天
皇
の
宣
命
に
よ
っ
て
、
大
宰
権
帥
の
左
遷
が
命
ぜ
ら

れ
た
こ
と
を
言
う
。
川
口
久
雄
氏
が
古
典
大
系
本
の
頭
注
で
言

及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「右
大
臣
従
二
位
と
い
う
職
か
ら
、

左
遷
と
い
う
名
に
替
わ
る
こ
と
な
ど
と
は

一
体
ど
う
し
た
こ
と

か
。」
の
句
意
で
、
「右
」
と

「左
」
を
対
比
さ
せ
た
表
現
で
あ

る
。
「左
遷
」
の
語
は

『漢
書
』
「周
昌
傳
」
に

「吾
極
知
其
左

遷
、
（注
）
帥
古
日
、
是
時
尊
右
而
卑
左
、
故
謂
既
秩
位
、
為

左
遷
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「官
位
を
降
し
お
と
す
。
官
を
卑
し

く
し
て
遠
地
に
流
す
。
既
調
」
の
意
で
あ
る
。
『漢
語
大
詞
典
』

で
は

「降
官

・
既
職
」
と
説
明
す
る
。
『菅
家
文
草
』
「
卿

北

堂
饒
宴
、
各
分

一
字
」
に

「我
將
南
海
飽
風
煙
、
更
妬
他
人
道

劉

」
の
句
が
、
又

『菅
家
後
集
』
「
阻

代
月
答
」
に

「天

廻
玄
鑑
雲
將
舞
唯
是
西
行
不
左
遷
」
の
句
が
見
え
る
。
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○
既
降
…
官
位
を
落
と
し
し
り
ぞ
け
る
こ
と
。
既
退
。
『漢
語
大
詞
典
』

に
は

「既
官
降
職
」
と
説
明
し
、
「
元
積
」
「中
書
省
議
挙
曇
令

状
」
の

「本
犀
良
能
、
翼
蒙
優
奨
、
皆
居
破
砕
之
庭
、
怖
同
既

陶
之
篠
」
の
例
を
引
く
。
類
語
の
例
と
し
て

『菅
家
後
集
』
「
鰯

秋
夜
九
月
十
五
日
」
に

「昔
被
榮
花
管
組
縛
、
今
為
既
請
草
莱

囚
」
の
句
が
見
え
る
。

○

輕
自

芥

…

「
芥

」
は

「
小

さ

い
草
。
転

じ

て
、
あ

く

た
。

ご

み
。
ち

り
」

の
意
。

川

口
久

雄

氏

は
大
系

本

の
補
注

で

「
日
本

的
表

現

。
〈
軽
〉

に
連
接

す

る
語
は

〈塵

〉
の
字

で
あ

る
」
（↓
と

言
及

さ

れ

て

い
る
。

こ
こ

で
は
、

「塵

芥

よ
り

軽
く

あ

し
ら
わ

れ
」

と
解

し

た
。

○

駈
放

…
馬

を
む

ち
う

つ
か

の
よ
う

に
駆
り
放

り
出

さ

れ

る
こ
と

。
『漢

語

大

詞
典
』

に
は

「
策
馬
奔

馳

」
と
説

明

す

る
。

○

急
如

弦

・
「
弦

」
は

「
急

」

の
意

で
、

『説

文
』

「
段

注
」

に

「
弦

、
有

急

意
。

故
董
安

干

、
性

緩
侃

弦
以
自

急

」

の
説
明

が
あ

る
。
川

口
久
雄

氏
は
大

系

本

の
補
注

（5）
で
、

「
〈弦

の
如

し

〉
は

、

元
来

、

直

ぐ
な

る

こ
と

の
形
容

。
漢
書

、

五
行
志

に

〈直

如
絃

、

死
道

辺

、
曲
如

鉤
、

友
封

侯
〉

と
あ

り
、

文
集

、
孔

鐡

に
も

〈其

道

直

如
絃

〉
と

あ

る
。

こ

こ
は
脚

韻

の
関

係

で
、

〈
如

箭
〉

と

い

う

べ
き
と

こ

ろ
を

〈
如
弦

〉
と

し
た

の
で
あ

ろ
う

か
、

日
本

的

な
表

現
と
見

る

べ
き

で
あ

る
。
白

居

易

の

「
東

南
行

一
百
韻
」

に
、
彼
が
追
放
せ
ら
れ
た
日
の
こ
と
を
叙
し
て
、
〈即
日
双
閾

を
辞
し
、
明
朝
九
衝
に
別
る
〉
と
あ
る
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
、
五
句
目
の

「官
位
を
お
と
し
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
こ
と
、

塵
芥
よ
り
も
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
、
今
日
か
ら
追
い
払
わ
れ
る
こ

と
、
弓
か
ら
矢
が
放
た
れ
る
か
の
よ
う
に
せ
か
さ
れ
た
」
と
い

う
句
意
は
、
次
の
よ
う
な
事
件
の
経
偉
を
示
す
。

昌
泰
四
年

（九
〇

一
）
正
月
二
十
七
日
、
『政
治
要
略
』
巻

二
十
二
に
は
、
「左
衛
門
少
尉
正
六
位
上
善
友
朝
臣
益
友
、
（中

略
）
件
人
、
為
領
送
権
帥
從
二
位
菅
原
朝
臣
、
発
遣
如
件
。
府

宜
承
知
之
。
但
、
任
中
雑
俸
新
井
監
從
、
及
不
預
藍
務
。
依
前

外
帥
正
三
位
藤
原
朝
臣
吉
野
例
行
之
。
又
山
城

・
摂
津
等
国
、

天
給
食
馬
。
路
次
国
、
又
宜
准
此
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
『扶

桑
略
記
』
に
は

「左
降
勅
使
左
衛
門
佐
藤
原
真
興
、
左
近
走
馬
、

近
衛
十
人
、
追
送
迄
摂
津
国
」
の
記
事
が
見
え
る
。
平
田
取
二

氏
は
、
こ
の
記
事
の
箇
所
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

政
府
が
正
月
二
十
七
日
に
出
し
た
太
宰
府
宛
の
通
達
に
よ
る

と
、
左
衛
門
少
尉
善
友
益
友
が
左
右
兵
衛
か
ら
兵
士
各

一
人

を
率
い
て
道
真
を
護
送
す
る
こ
と
、
道
真
に
は
俸
給
も
従
者

も
与
え
ず
、
政
務
に
与
ら
せ
て
は
ら
な
ら
い
こ
と
、
山
城

・

摂
津
を
は
じ
め
と
す
る
道
中
の
国

々
は
、
食
料
や
馬
を
給
し

て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
。
（中
略
）
こ
の
処
遇
は
、
前
の
員

外
帥
正
三
位
藤
原
吉
野
の
例
に
依
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
が
、

吉
野
に
は
淳
和
天
皇
に
寵
愛
さ
れ
た
文
人
政
治
家
で
、
承
和
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の
変
で
皇
太
子
恒
貞
親
王

（淳
和
天
皇
の
子
）
の
関
係
者
と

し
て
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
配
流
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
道
真

の
処
遇
を
吉
野
の
例
に
準
ず
る
よ
う
に
命
じ
た
と
い
う
こ
と

は
、
承
和
九
年

（八
四
二
）
七
月
に
起
っ
た
皇
太
子
廃
立
事

件

（承
和
の
変
）
と
、
道
真
の
配
流
事
件
を
た
く
み
に
重
ね

合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（中
略
）京

か
ら
摂
津
ま
で
は
左
降
の
勅
使
と
し
て
左
衛
門
佐

（近
衛
隊

長
）
藤
原
真
興
が
近
衛
十
人
を
率
い
て
馬
で
追
走
し
た
。」（6》

そ
し
て
昌
泰
四
年

（九
〇

一
）
二
月

一
日
、
『日
本
紀
略
』

に
は

「今
日
、
権
帥

（道
真
）
向
任
」
の
記
事
が
見
え
る
。
そ

の
時
の
事
は
、
道
真
は
自
身
の
言
葉
で
、
『菅
家
後
集
』
「
姻

詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」
中
で

「自
従
勅
使
駈
将
去
、
父
子

一
児

五
処
離
」
と
詠
み
、
同
じ
く
、
「
鰯

慰
少
男
女
」
中
で

「衆

婦
惣
家
留
、
諸
兄
多
諦
去
」
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
道
真

の
左
遷
決
定
に
連
座
し
て
、
息
子
達
四
人
、
大
学
頭
で
あ
っ
た

「菅
原
高
視
」
が
土
佐
介
に
、
「菅
原
景
行
」
が
式
部
大
丞
か

ら
駿
河
権
介
に
、
又

「菅
原
兼
茂
」
が
佐
衛
門
尉
か
ら
飛
騨
権

橡
に
、
「菅
原
淳
茂
」
が
文
章
得
業
生
か
ら
播
磨
に
左
降
さ
れ

た
こ
と
を
指
す
。

○
換

報

…

「
換
」
も

「
撮

」
も

恥
じ

て
赤

面
す

る

こ
と
。

○

顔
厚

…
恥

じ

て
赤

面
を

重
ね

る
う

ち

に
、
鉄

面
皮

に
な

っ
て
し

ま
う

。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「瞼
皮
厚
。
謂
不
知
差
肚
」
と
説
明
し
、

『書
経
』
「五
子
之
歌
」
の

「書
陶
乎

予
心
、
顔
厚
有
伍
泥
。

（孔
傳
）
顔
厚
、
色
憶
」
の
用
例
を
引
く
。

○
章
狂
…
あ
わ
て
狂
う
こ
と
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「倉
皇
」
（
11
慌
て

ふ
た
め
く
）
・
慌
張
」
と
説
明
し
、
「蘇
戦
」
の

「謝
量
移
汝
州

表
」
の

「隻
影
自
憐
命
寄
江
湖
之
上
、
驚
魂
未
定
、
夢
游
繰
維

之
中
、
憔
悸
非
人
、
章
狂
失
志
）
の
用
例
を
引
く
。

○
不

旋
踵

…

「
不
暇

旋
踵

」

の
略

。
踵

を

め
ぐ

ら
す

間
も

な

い
と

い
う

こ

と

で
、
時

を
移

さ

な

い
こ
と

。

不
得
旋

踵

。

『漢
書

』

「
京

房
傳

」

に

「
不

量
傅

淺

深
、
危

言

刺
畿

、
構

怨

強

臣
、

罪
古

辛

不
旋

踵
」

の
用

例

が
見
え

る
。

團
〇
二
句
目

「運
命
在
皇
天
」
の

「皇
天
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
中
国
古
典

籍
の
考
察

こ
の

「皇
天
」
に
つ
い
て
は
、
既
に

語
釈
の
頁
で
、
『書
経
』
『楚
辞
』

等
に
用
例
が
見
え
る
こ
と
は
言
及
し
た
。

と
こ
ろ
が
実
は
、
こ
の
語
は
、
次
の

「宋
玉
」
の

「九
辮
五
首
」
か
ら

の
投
影
を
通
し
て
考
察
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠

を
若
干
以
下
に
述
べ
て
み
る
。

全
釈
漢
文
大
系
本
の

「九
辮
五
首
」
の
頁
に
は
次
の
よ
う
な
作
品
解
説
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と
、
各
章

の
要
旨

・
原
文
通
釈

.
語
釈
等
を
載
せ
る
。
そ
れ
を
引
き
、
論

を
進
め
る
。

ま
ず
、
こ
の

「九
辮
五
首
」
に
つ
い
て
は

「屈
原
の
弟
子
と
さ
れ
る
宋

玉
の
作
で
あ
る
。
（中
略
）
「九
辮
」
の
意
味
に
つ
い
て
は

「宋
玉
其
の
師

の
忠
信
に
し
て
放
た
れ
し
を
惜
し
む
。
故
に
此
の
辞
を
作
り
て
以
て
之
を

辮
ず
。
皆
原
の
意
に
代
わ
る
。
九
の
義
も
亦
九
歌
と
同
じ
」
と
五
臣
注
に

い
う

（中
略
）
「辮
」
は
忠
邪
の
分
か
れ
る
所
以
を
釈
き
、
師
に
代
わ

っ

て
そ
の
冤
罪
を
弁
明
す
る
意
で
あ
る
。
即
ち
、
本
文
中
の

「余
」
「我
」

な
ど
の

一
人
称
は
全
て
宋
玉
が
屈
原
の
立
場
に
立
っ
て
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
『文
選
』
で
は
、
「九
辮
五
首
」
と
し
て
初
め
の
五
章
を
収
載
し
て
い

る
」
（「九
辮
五
首
」
題
意

72
～
73
頁
）
と
の
概
説
が
あ
る
。
こ
の
作
品

の
三
章

・
四
章
に
次
の
よ
う
な

「皇
天
」
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

▼
三
章

皇
天
平
分
四
時
分

籍
濁
悲
此
魔
秋

皇
天
四
時
を
平
分
す

鰯
か
に
猫
り
此
の
庫
秋
を
悲
し
む

（皇
天
は
四
時
の
季
節
を
公
平
に
分
け
て
あ
る
が
、
私
は
独
り
こ
の
冷

え
冷
え
と
し
た
薄
ら
寒
い
秋
を
悲
し
く
思
う
。）

▼
四
章

皇
天
淫
溢
而
秋
罧
分

后
土
何
時
而
得
乾

皇
天
淫
溢
し
て
秋
罧
す
。
后
土
何
れ
の
時
に
か
乾
く
を
得
ん

（天
は
と
め
ど
な
く
水
を
溢
れ
さ
せ
て
秋
の
長
雨
を
地
面
に
降
ら
せ
、

大
地
は
い
つ
の
日
か
乾
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
）

更
に
、
こ
の
作
品
全
体
に
視
点
を
移
す
と
、
（以
下
全
釈
漢
文
大
系
本

『文
選
』
「九
辮
五
首
」
「要
旨
」
を
引
用
す
る
）
第

一
章
は
、
「草
木
の

揺
落
す
る
悲
愁
の
秋
の
気
の
中
、
流
講
の
旅
に
あ

っ
て
孤
独
寂
蓼
の
感
興

を
起
こ
す
」
第
二
章
は

「忠
誠
の
思
い
も
空
し
く
、
か
え

っ
て
君
か
ら
遠

ざ
け
ら
れ
追
放
さ
れ
る
に
至

っ
た
こ
と
を
追
懐
し

つ
つ
、
我
が
身
の
不
遇

を
嘆
き
悲
し
む
」
第
三
章
は

「秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
は
推
移
し
、
万
物
の

凋
落
に
心
は
傷
み
悲
し
む
。
こ
れ
に
も
似
た
我
が
身
の
境
遇
を
思

っ
て
憂

愁
の
情
に
閉
ざ
さ
れ
る
」
第
四
章
は

「君
を
思

い
慕
う
心
は
な
お
強
く
、

今

一
度
、
事
の
是
非
を
明
ら
か
に
し
て
我
が
誠
心
を
君
に
伝
え
た
い
と
念

じ
た
が
、
そ
の
手
立
て
も
阻
ま
れ
て
、
た
だ
嘆
息
す
る
だ
け
で
あ
る
。」

そ
し
て
第
五
章
は

「時
俗
の
人
は
小
利
口
に
立
ち
回
り
、
立
派
な
賢
者
は

世
に
容
れ
ら
れ
な
い
。
君
に
期
待
を
か
け
つ
つ
も
、
不
遇
の
我
が
身
を

思

っ
て
限
り
な
い
悲
哀
感
を
抱
く
」
と
締
め
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
作
者

で
あ
る
宋
玉
が
屈
原
に
仮
託
し
て
、
楚
の
懐
王
を
想
う
心
情
を
、
道
真
に

移
す
と
、
左
遷
の
宣
命
を
出
し
た
醍
醐
天
皇
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し

た
宇
多
上
皇
を
想
う
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
不
本
意
な

太
宰
府
左
遷
、
無
実
の
心
情
を
伝
え
る
術
の
な

い
絶
望
的
状
況
に
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
道
真
に
、
こ
の
宋
玉
の

「九
辮
五
首
」
は
、
ど
れ
ほ
ど
心
の
支

え
に
な
っ
た
か
想
像
に
難
く
な
い
、
ま
さ
し
く
道
真
自
身
の
今
の
心
情
の

代
弁
と
も
な

っ
て
い
る
こ
の
作
品
を
「皇
天
」と

い
う
共
通
の
詩
語
を
使
っ

て
、
こ
の
道
真
の
詩
を
読
む
も
の
に
想
起
さ
せ
る
と
い
う
構
造
に
な

っ
て

い
る
所
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
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三

捌

叙
意

一
百
韻

（そ
の
二
）

～
九
句
目
か
ら
十
六
句
目
～

牛
溝
皆
堆穽鳥路惣鷹鶴

○
○
○
●
●●●●○◎

老
僕
長
扶
杖

●
●
○
○
●

疲
駿数

費鞭

○
○
●
●
◎

臨
岐
腸
易断

●
○
○
●
●

望
閾
眼
將
穿

○
●
●
○
◎

落
涙
欺
朝露

●
●
○
○
●

暗
聲
鵤
杜乱

○
○
●
●
◎

*
脚
韻
は
下
平
声

「先
」
韻

。
韻
字
は

「
鶴

・
鞭

.
穿

・
乱
」

で
あ

る
。

;=F

○
惣
…
捻
（

●）

図
全
本

○

閥
…

開
（

●）

（
彰考

）
（
尊

こ
（

尊
三）

○
齪
…
乱

（

彰
考）

團牛澤
皆

堵
穽

鳥
路

惣
て

鷹
鶴

老
僕

長
に

杖
に
扶
け
ら
る

疲
駿

数
し
ば

鞭
を
費
す

岐
に
臨
み
て

腸

断

へ
易
し

闘
を
望
み
て

眼

将
に
穿
ん
と
す

落
涙
、
朝
露
を
欺
く

喘
聲

杜
鴫
を
乱
す

図
・
（太

宰

府

へ
放

逐

さ

れ

て
行

く
道

々

で

の
）

牛

の
ひ
ず

め

の
跡

の
わ
ず

か

な
水

た
ま

り
さ
え

も

私

に
は

（大

き

な
）
落

と

し
穴

の
よ
う

に
思
え

・
（大

宰
府

へ
放

逐

さ
れ

て
行

く
）

鳥

の
飛

ぶ
道

に
は

、

（
い

つ
も

）

鷹

や

は

や

ぶ
さ
が

待
ち

構
え

て

い
る
よ
う

に

思
え

た
。

・
老

僕
は

、
そ

の
長

い
道

す

が
ら

、

い

つ
も

杖

に
助

け
ら

れ
、

私

に

つ
き

従

っ
た

。

・
（余

り

の
道

程

の
長

さ

に
）
疲

れ

切

っ
た
馬

を

進
ま

せ

る

の
に
、

何
度

も
何

度
も

鞭

を
あ

て

て
き

た
。

・
京

か
ら

の
別

れ
道

に
立

っ
て
は

、
腸

が

ち
ぎ

れ

る
ほ
ど

の
筆

舌

に
尽

く

し

難

い
悲

し

み
を

味
わ

っ
て
来

た
。

・
遠

く
京

都

の
宮
城

を

あ

と

に

し
、

（こ

れ

が
見

納

め

に
な

る

の
で
は

、

と

）
目

が
穿

つ
ほ

ど
、

そ

の
情

景
を

凝
視

し

た
も

の
だ

。
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.
別
れ

に
及

ん

で
流

す
涙

は
、

着
物

に
落

ち
た
朝

露

と
見

違
う

ば

か
り

。

・
（別

れ
に
及

ん

で
）
泣
く

声

は
、

（哀
切
悲

愴

な
鳴

き
声

で
知

ら

れ

て

い

る
）
杜

鵤

の
そ

れ
を

か
き
乱

す

ほ
ど

の
も

の
で
あ

っ
た

。

因
○
牛
溶
…

「牛
號
之
湾
」。
牛
の
足
跡
の
た
ま
り
水
。
僅
か
な
水
。
『准
南

子
』
「氾
論
訓
」
の

「牛
蹴
之
溶
、
不
能
檀
鮪
、
而
蜂
房
不
容

鵠
卵
」
に
典
故
を
取
る
語
。

▼

〔牛
號
之
溶
、
無
尺
之
鯉
〕
（ぎ
ゅ
う
て
い
の
し
ん
に
は
、

し
ゃ
く
の
り
な
し
）

畢
牛
の
足
跡
の
た
ま
り
水
に
は
大
魚
は
住
ま
な
い
。
狭
小
の
庭

に
は
大
器
は
生
じ
な
い
喩
。
『准
南
子
』
「椒
眞
訓
」
の

「夫
牛

跣
之
溶
、
無
尺
之
鯉
、
塊
阜
之
山
、
無
丈
之
材
、
所
以
然
者
何

也
。
皆
其
螢
宇
狭
小
、
而
不
能
容
巨
大
也
」
に
拠
る

一
文
も
見

え
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「牛
足
印
中
的
水
。
比
喩
狭
小

的
境
地
。
語
本

《准
南
子

・
氾
論
訓
》
「夫
牛
賑
之
渥
、
不
能

生
鰭
鮪
。
高
誘
注
、
溶
、
雨
水
也
。
満
牛
賑
中
、
言
其
小
也
、

故
不
能
生
鰭
鮪
也
」
と
説
明
す
る
。

○
塙
穽

-
落
と
し
穴

○
鳥
路
…
鳥
の
飛
ぶ
道
。

一
直
線
の
道
筋
を
い
う
。
『漢
語
大
詞
典
』
で

は

「鳥
道
」
と
説
明
し
、
「韓
愈
」
の

「憶
昨
行
和
張
十

一
」

の

「陽
山
翻

出
臨
武
、
騨
馬
拒
地
駆
頻
蹟
」
を
引
く
。
『白

氏
文
集
』
「㎜

送
友
人
上
峡
赴
東
川
辟
命
」
に

「難
於
尋
鳥
路
、

瞼
過
上
龍
門
」
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「
躍

遊
龍
門
寺
」

に

「人
如
翻

穿
雲
出
、
地
是
龍
門
 
水
登
」
の
句
が
、
又

「
螂

重
陽
侍
寡
、
同
賦
秋
日
懸
清
光
、
磨
製
」
に

「深
追
合

壁
龍
宮
徹
、
遠
任
孤
輪
鳥
路
平
」
の
句
が
見
え
る
。

○
鷹
鶴
…
た
か
と
隼
。
物
を
害
す
る
力
あ
る
も
の
の
喩

▼

〔如
鷹
鵬
之
遂
鳥
雀
〕
よ
う
せ
ん
の
ち
ょ
う
じ
ゃ
く
を
お
う

が
ご
と
し
。

猛
烈
に
好
邪
を
諒
伐
す
る
こ
と
の
喩
。

『春
秋
左
氏
傅
』
（文
公
十
八
年
）
に

「見
無
禮
於
其
君
者
、
諌

之
、
如
鷹
鶴
之
遂
鳥
雀
也
」
に
拠
る
語
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は
、

「
（
一
）
比
喩
忠
勇
的
人
。
語
出

『左

傅
』
文
公
十
八
年

見

無
禮
於
其
君
者
、
諌
之
、
如
鷹
鶴
之
遂
鳥
雀
也
」
「
（二
）
比
喩

凶
残
的
人
」
と
説
明
し
、
「劉
向
」

の

『説
苑
』
（敬
慎
）
「臣

聞
之
、
行
者
比
於
鳥
、
上
畏
鷹
鶴
下
畏
網
羅
」
の
用
例
を
引
く
。

○
老
僕
…
年
を
と
っ
た
し
も
べ
。
老
奴
。
川
口
久
雄
氏
は
、
古
典
大
系
本

の
補
注
で

「
五
〇
七
に

〈老
僕
要
綿
切
〉」
と
あ
る
人
と
、
こ

こ
の
老
僕
は
お
そ
ら
く
同

一
人
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
（七

二
九
頁
）
そ
の
他
に

『菅
家
後
集
』
「
鋤

假
中
書
懐
詩
」
に

「日
高
催
老
僕
、
掃
除
庭
上
沙
」
の
句

が
見
え
る
。
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○
扶
杖
…
つ
え
に
た
よ
る
。
『史
記
』
「萬
石
君
傳
」
に

「萬
石
君
卒
、
長

子
郎
中
令
建
、
突
泣
哀
思
、
扶
杖
乃
能
行
」
の
例
が
見
え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「扶
杖

（
=
支
杖
）」
と
説
明
し
、
「韓

愈
」
の

「人
日
城
南
登
高
」
詩
の

「扶
杖
陵
塊
阯
、
刺
船
犯
枯

鋳
」
の
句
を
引
く
。

『菅
家
文
草
』
「
蹴

重
答
」
に

「今
朝
幸
軟
磐
勲
問
、
扶
杖
蹄

時
斗
米
堤
」
の
句
が
見
え
る
。

○
疲
駿
…
疲
れ
た
副
馬
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「猶
疲
鷺
、
常
以
謙
言

己
無
能
」
と
説
明
し
、
「李
紳
」
の

「肥
河
維
舟
阻
櫟
砥
待
勅

命
」
詩
の

「疲
鰺
豊
念
前
程
税
、
倦
鳥
安
能
待
暮
還
」
の
句
を
、

又

「元
積
」
の

「為
粛
相
国
譲
官
表
」
の

「自
顧
疲
膠
方
求
息

駕
、
豊
謂
陛
下
特
迂
震
竪
、
曲
用
朽
才
」
の
用
例
を
引
く
。
『菅

家
文
草
』
「75

秋
日
山
行
二
十
韻
」
に

「疲
駿
噺
布
水
、
老

僕
困
綿
嬌
」
の
句
が
見
え
る

○
費
鞭
…
鞭
を

（何
度
も
）
あ
て
る
。
『白
氏
文
集
』
「
細

初
授
賛
善
大

夫
早
朝
寄
李
二
十
助
教
」
に

「遠
坊
早
起
常
侵
鼓
、
疲
鰺
行
逢

苦
費
鞭
」
の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「
謝

感
白
菊
花
、

奉
皇
尚
書
平
右
丞
」
に

「故
人
知
我
多
芳
意
、
所
以
孤
叢
望
費

鞭
」
の
句
が
見
え
る
。

○
臨
岐
…
人
を
送
り
、
岐
路
に
至

っ
て
別
れ
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「本
為
面
臨
岐
路
、
後
亦
用
為
贈
別
之
辞
」
と
説
明
し
、
『文

選
』
「鞄
照
」
の
、
「舞
鶴
賦
」
の

「指
曾
規
翔
、
臨
岐
矩
歩
李

善
注
、
燭
、
岐
路
也
」
の
用
例
を
、
又

「杜
甫
」
の

「送
李
校

書
」
詩
の

「臨
岐
意
頗
切
、
封
酒
不
能
喫
」
の
句
を
引
く
。

○
腸
易
断
…

「断
腸
」
甚
だ
し
く
心
を
痛
め
る
。
又
、
甚
だ
し
い
悲
し
み
。

は
ら
わ
た
の
ち
ぎ
れ
る
程
の
悲
し
み
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「①
割
開
或
切
断
腸
子

②
形
容
極
度
思
念
或
悲
痛
」
と
説
明

し
、
「曹
 
」
の

「燕
歌
行
」
の

「念
君
客
遊
思
断
腸
、
廉
廉

思
蹄
懸
故
郷
」
の
句
を
、
又

「李
白
」

の

「清
平
調
」
詞
之
二

の

「
一
枝
紅
艶
露
凝
香
、
雲
雨
巫
山
柱
断
腸
」
の
句
を
引
く
。

『白
氏
文
集
』
「鵬

答
春
」
に

「其
奈
山
猿
江
上
叫
、
故
郷

無
此
断
腸
聲
」
の
句
が
、
同
じ
く

「
協

送
薫
庭
士
遊
騎
南
」

1
―

に

「江
従
巴
峡
初
成
字
、
猿
過
巫
陽
始
断
腸
」
の
句
が
見
え
る
。

『凌
雲
集
』
「
61

雑
言
奉
和
聖
製
春
女
怨
」
に

「君
若
欲
知

腸
断
庭

高
縷
明
月
暁
孤
懸
」
の
句
が
、
同
じ
く

「奉
和
江
亭

暁
興
詩
応
製
」
に

「暁
猿
莫
作
断
腸
叫
、
四
海
為
家
帝
者
心
」

の
句
が
見
え
る
。
（
闘
囮
闘
國
■
①
）

○
望
閾
…
宮
城
を
の
ぞ
む
。
天
子
を
恋
い
慕
う
こ
と
。
『白
氏
文
集
』
「興

崇
文
詔
」
に

「望
閾
之
懸
深
固
難
奪
志
」
の
例
が
見
え
る
。
『漢

語
大
詞
典
』
に
は

「②
仰
望
宮
閾
。
喩
懐
念
天
子
」
と
説
明
す

る
。
「閥
」
の
字
は
、
尊
経
閣
所
蔵
本
他
に
は

「開
」
と
す
る
が
、
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こ
の
語
の
意
は
、
「門
の
柱
の
ま
す
が
た
」
な
の
で
、
こ
の
句

の
意
を
な
さ
な
い
。
因
っ
て
刊
本
そ
の
他
の
書
写
本
に
あ
る

「閥
」
の
字
を
採
る
。
『菅
家
文
草
』
「
㎜

八
月
十
五
日
夜
、

思
奮
有
感
」
に

「如
何
窮
溢
思
親
庭
、
況
復
潮
寒
望
閥
時
」
の

句
が
見
え
る
。

○
眼
穿
…
物
に
穿
ち
入
る
よ
う
に
目
を
据
え
て
見
つ
め
る
こ
と
。
「李
商

隠
」
の

「落
花
詩
」
に

「腸
断
未
忍
掃
、
眼
穿
傍
欲
稀
」
の
句

が
あ
る
。
『菅
家
文
草
』
「
m

夏
夜
於
鴻
臆
館
、
饒
北
客
帰
郷
」

に

「腸
断
前
程
送
日
、
眼
穿
後
紀
転
來
星
」
の
句
が
見
え
る
。

○
落
涙
…
涙
を
流
す
。
又
、
落
ち
る
涙
。
「魏
文
帝
」
の

「見
挽
船
士
兄

弟
辞
別
詩
」
に

「妻
子
索
衣
挟
、
落
涙
需
懐
抱
」
の
句
が
見
え

る
。
『田
氏
家
集
』
「
37

於
右
丞
相
省
中
直
盧
讃
史
記
意
詠
史

得
高
祖
鷹
教
」
に

「萬
乖
威
加
新
海
内
、
数
行
涙
落
故
郷
情
」

の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「細

題
竹
床
子
」
に

「空
心

醤
為
遥
鍮
海
、
落
涙
新
如
昔
植
湘
」
の
句
が
見
え
る
。
又

「
粥

自
詠
」
に

「離
家
三
四
月
、
落
涙
百
千
行
」
の
句
が
見
え
る
。

○
朝
露
…
朝
の
つ
ゆ
。
久
し
く
な
い
喩
。
は
か
な
い
喩
。
『漢
語
大
詞
典
』

に
は

「①
早
上
的
露
水

②
比
喩
存
在
時
間
短
促
」
と
説
明
し
、

『漢
書
』
「蘇
武
傅
」
の

「人
生
如
朝
露
、
何
久
自
苦
如
此
。

顔
師
古
注
、
朝
露
見
日
則
晴
、
人
命
短
促
亦
如
之
」
を
引
く
。

『白
氏
文
集
』
「
㎜

醇
中
丞
」
に

「
不
然
君
子
人
、
何
反
如

朝
露
」
の
句
が
、
又

「
妬
勤
酒
寄
元
九
」
に

「莚
葉
有
朝
露
、

模
枝
無
宿
花
、
君
今
亦
如
此
、
促
促
生
有
涯
」
の
句
が
、
「㎜

泰
中
吟
十
首
」
に

「朝
露
貧
名
利
、
夕
陽
憂
子
孫
」
の
句
が
見

え
る
。
『文
華
秀
麗
集
』
「
90

奉
和
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
二
首

菅
清
公
」
に

「向
朝
傷
薙
露
、
欲
暮
泣
楊
風
」
の
句
が
見
え
る
。

『凌
雲
集
』
「
64

奉
和
傷
右
近
衛
大
將
軍
坂
宿
禰

御
製
」
に

は
、
「滋
叢
唯
泣
早
朝
露
、
古
木
空
浮
薄
暮
煙
」
の
句
が
見
え
る
。

○

喘

聲

…
声

を

出

し

て
泣

く

そ

の
声

。

「
泣
」

が

「
な

み

だ
を

こ
ほ

す
」

意

に
対

し

、
「
喘

」

は

「声

を

あ

げ

て
悲

し

み

な

く

。
人

・
鳥

獣

を
通

じ

て

い
う

。
〈
喘
鳥

〉
は
悲

し

み
鳴
く

意
味

で
は
な

い
が

、

声

を
あ

げ

る

こ
と

に

つ

い
て

い
う

。

（
『
新
字

源
』

「
同
訓
異

義
」

の
頁

㎜
頁
）

『菅

家
文

草
』

「
95
路

次
、
観

源

相
公

醤
宅

有

感
」

に

「
残
儘

華
博

苔
老

色

、
半
燃

松

樹
鳥

喘
聲

」

の
句

が
見

え

る
。

○
杜
鵤
…
ほ
と
と
ぎ
す
。
蜀
王
杜
宇
の
魂
が
化
し
て
こ
の
鳥
に
な

っ
た
と

い
う
。
子
篤
、
子
規

・
催
蹄
不
如
蹄
等

の
諸
名
が
あ
る
の
は
其

の
声
を
各
方
音
に
随

っ
て
呼
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

「杜
宇
」
…
ほ
と
と
ぎ
す
の
一
名
。
血
を
吐
く
よ
う
な
悲
痛
な

声
で
暗
く
。
其
の
声

・
不
蹄
蹄
去
と
聞
こ
え
る
と
い
う
。
「左

思
」
の

「蜀
都
賦
」
に

「碧
出
蔑
弘
之
血
、
鳥
生
杜
宇
之
魂
」



の
句
が
あ
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「鳥
名
。
又
名
杜
宇
、

子
規
、
相
傳
為
古
蜀
王
杜
宇
之
魂
所
化
。
春
末
夏
初
、
常
昼
夜

暗
鳴
。
其
声
哀
切
」
と
説
明
し
、
「杜
甫
」
の

「杜
鴫
行
」
の

「君
不
見
昔
日
蜀
天
子
、
化
作
杜
鵤
似
老
鳥
。
寄
巣
生
子
自
啄
、

群
鳥
至
今
與
哺
雛
」
の
句
を
引
く
。
『白
氏
文
集
』
「脚

江
上

送
客
」
に

「舗

聲
似
突
、
湘
竹
斑
如
血
」
の
句
が
、
「
鵬
送

春
蹄
」
に
は

「何
庭
送
春
曲
江
曲

今
年
杜
鴫
花
落
子
規
哺
」

の
句
が
、
又

「
鶴

琵
琶
引
」
に

「其
問
旦
暮
聞
何
物

杜
鵤

喘
血
猿
哀
鳴
」
の
句
が
見
え
る
。
『文
草
秀
麗
集
』
「
23

敬
和

左
神
策
大
將
閾
、
閑
院
花
亭
饒
雨
官
」
の
句
が
見
え
る
。

畢
団
幽
図

②

團
囲
國

①

〇
十
三
句
目

「臨
岐
腸
易
断
」
の

「腸
易
断
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
故
事

大
漢
和
辞
典
の

【断
腸
】
の
項
で

「晋
の
桓
温
が
三
峡
を
過
ぎ
た
時
、

其
の
従
者
が
猿
の
子
を
捕
ら
え
た
。
母
猿
が
之
を
慕

っ
て
哀
号
し
、
追
行

す
る
こ
と
百
余
支
里
、
つ
い
に
悶
死
し
た
。
其
の
腰
を
割
い
て
見
る
の
に
、

腸
が
寸

々
に
断
ち
切
れ
て
い
た
と
い
う
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
『世
説

新
語
』
の
以
下
の
故
事
を
踏
む
。

『世
説
新
語
』
・
「欝
免
」
桓
公
入
蜀
、
至
三
峡
中
。
部
悟
中
有
獲
子
者
、

其
母
縁
岸
哀
號
、
行
百
餓
里
不
去
、
遂
跳
上
船
、
至
便
絶
、
破
視
其
腹
中
、

腸
皆
寸
寸
断
、
公
聞
之
怒
、
命
霜
其
人
。

闘
剛
國

②

〇
十
六
句
目

「喘
聲
鵤
杜
乱
」
の

「杜
鵤
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
故
事

松
浦
友
久
編

『漢
詩
の
事
典
』
（大
修
館
書
店
）
の

「杜
鵤

（子
規

・

不
如
帰
）」
の
項
で
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

ホ
ト

ト
ギ

ス
。

長
江

の
中

流
か

ら

上
流

に
か

け

て
、
多

く
生

息

す

る
鳥

で

あ

る
。

中

国

の
文

学

に
、

こ

の
杜
鵤

（
子
規

）
が

頻
繁

に
詠

ま

れ

る
よ
う

に
な

る

の
は
、
盛

唐

以
後

の
こ
と

で
あ

る
。

（中
略

）
杜
鵤

は

、
こ

の

『芸

文

類

聚
』

に
採
録

さ

れ

て

い
な

い
。

つ
ま

り
杜

鵤

は
、

比
較

的

遅

れ

て
詩

文

の
題
材
と

な

っ
て

い
た
鳥

、

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

杜
鵤

に

は
、
古

い
伝

説

が
あ

る
。

西
晋

、
左

思

の

「
三
都

賦

」

の
ひ
と

つ

「
蜀
都

賦
」

に

「
付

け
ら

れ
た

旧
注

に
、

『蜀

記
』

を

引

い

て
言

う

。

「
か

つ
て
杜
宇

な

る
人

が

い
た
。

彼
は

、
蜀

を
治

め

て
望

帝
と

号

し
た

。

杜

宇

が

死
ん
だ

と
き

、

子
規

に
姿

を
変

え

た
。

子
規

と
は

、
鳥

の
名

で

あ

る
。
蜀

の
人

々
は
、

子
規

の
鳴

く
声

を
聞

く
と

、
皆

口

々
に
、

望
帝

が
来

た

、
と

囁

い
た
。
」

こ

の
化

鳥
説

話

に
依

れ
ば

、
杜

鴫

（子

規

）
は

、

望
帝

の
落

ち

ぶ
れ

た
な

れ

の
果

て
、
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

（「
W
漢
詩

を

読
む

ポ
イ

ン
ト
」

（用
語

）

P

㈱
～

P

鮒
）

こ

の

一
文

は
、

『
文
進
』

「
蜀
都

賦
」

の

「
碧
出

莫

弘
之

血
、

鳥

生
杜

宇
之

醜

」

の
注

の

一
部
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蜀
記

日
。
昔
有

人
、
性
杜

名
宇

。
王
蜀
號

日
望

帝

。
宇

死
。
俗
説

日
。
宇

化
為

子
規
。
子
規
鳥

名
也

。
蜀
人
聞
子
規

鳴
皆

日
望
帝

。

の

一
文

を
指

し

て

い
る
。
更

に
続

け

て

『漢
詩

の
事
典

』

で
は

、

「杜

甫

」

の

「杜

鵤
行

」

の

一
部

を
引

き

な
が
ら
次

の
よ
う

に
説

明

す

る
。

こ

の
詩

の
杜
鵤

に

は
、

三
点

、
注
目
す

べ
き

こ
と

が
あ

る
。

第

一
に
、

蜀

（成

都
）

の
鳥

と

さ
れ

て

い
る
こ
と
。

第

二

に
、
杜

宇

（望

帝
）

の
化

身

で
あ

る
こ
と
。

第

三
に
、

杜
鵤

の
、
他

の
鳥

の
巣

に
卵
を

産

み

つ
け

る

託

卵

の
習
性

を
取

り
上
げ

て
、

こ
れ
を
望

帝

に
対

す

る
臣

下

の
忠

誠

と

し

て
、
描

い
て

い
る
こ
と

で
あ

る
。

こ

の
三
点

は
、

そ

の
後

の
杜
鵤

を

詠
ず

る
詩

に
、
濃

淡

の
差

こ
そ

あ

れ
反

映
さ

れ

る
も

の

で
あ

る

。

（中

略

）
杜

鵤

が
鳴

く
晩
春

に
は
、
郷

燭

が
咲
く

。
そ

の
花

の
紅

さ

は
、

杜
鵤

の
暗

い

て
滴
ら
す

血

に
よ

っ
て
染

め

ら
れ

た
も

の
と

言

わ

れ

て

い
る
。

（
「
W
漢
詩

を
読

む
ポ

イ

ン
ト

」

（
用
語

）

P
鯉
）

以

上
、
道

真

は
、

九
句

目
か

ら
十

二
句
目

ま

で

の
四
句

で

「
太
宰

府

に
着

く

ま

で

の
道

中

の
心
情

.
情

景

の
概

観
」

を
詠

い
、
十

三
句

目

か
ら

十
六

句

目

で

「
太

宰
府

に
着
く

ま

で
、
と

り
わ

け

こ

こ
で

は
、
京

で
の
別

離

の

情

景
と

心
情

」
を

、
蜀

の

の
故
事

と

、
同

じ
く

蜀

の
望
帝

の
化

身

で
あ

る
と
鵤

の
故
事

を

響
か

せ

て
、
そ

れ
が

い
か

に
非

情

で
、
過

酷

な
も

の
で

あ

っ
た

の
か

を
言

外

に
込

め

た
詠

い
ぶ
り

と
な

っ
て

い
る
。

【

注
】（1）（2）（3）（4）（5）（6）

柳
澤

良
一

氏
「
『菅

家
後
集』

注解

稿
（九

）
」
「
金
沢大

学

国語

国
文」

30
号拙稿「菅原道真研究-『菅家後集』全注釈（一）ー」（「国語国文学研究」第三十六号）熊本大学国語国文学会所功氏「菅原道真の配流」（『菅原道真と太宰府天満宮上』吉川弘文館五十五～五十八頁）岩波古典文学大系『菅家文草菅家後集』四八四補注〔こ七二九頁岩波古典文学大系『菅家文草菅家後集』四八四補注〔二〕七二九頁

-

平
田
取
二
氏
『消

さ
れ
た
政
治
家

菅
原
道
真』

文春

新書

一

七
九
～
一

八
五
頁

〈追

記
〉

（
―
）

こ

の
稿
を
草
す

る
に
あ
た
り
、
木

下
文

理
氏
よ
り
多
大

の
ご
助
力
を

い
た

だ

い
た
。
と

り

わ
け
、
語
釈

、
『白
氏
文
集
』

の
詩
語

の
検

索
な
ど

に
お
力
添
え

頂

い
た
事

に
深
謝
申

し
上
げ
る
。

又
、
台

湾
元
智
工
学
院

の
中
国
古
典
詩
詞
曲

文
研
究

の
た

め
の
サ
イ
ト

で
あ

る

「網

路

展

書

讃

（ゆ
HO
α）
」

（『
け
8
"＼
＼
α
ω
'曽
α
8
一戸
《
N
F
e
α
F
け≦

＼
）

の

『全

唐

詩
』

の
項
、

及
び
北
京
大
学
中
文
系

の
唐
代
以
前

の
詩

歌

の
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
あ

る

「全
唐
詩
全

文
検

索
系
統

（ζ
↓
閃
-Q◎
）」

（窪
8
=＼
＼〇
三
5
①ωe
も
評
F
§
＼0
0q
3
一口
＼
け碧
σq
一一σ
益
曇

e
×
Φ）
を

詩
語
検

索

の
為

に
大

い
に
利
用
し
た
。
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〈追
記
〉

（
二
）

今
年
度
四
月
よ
り
、

「大
牟

田
市

民
大

学
講
座
」

～
市
民
大
学

ゼ
ミ
、
道
真

梅

の
会
～

の
会
員
、
須
藤
修

一
氏

・
諸

田
素

子
氏
、
田
中
陽
子
氏
、
野

田
了
介
氏
、
井

原
和
世
氏
、

荒
川
美
枝
子
氏

の
六
名
と
定
期

的
に

「叙
意

一
百
韻
」
の
講
読
会

を
催
し

て

い
る
。
本
稿

は
、

こ
の
会

で
討
議

・
検
討

し
た
も

の
を
基
に
加
筆

し
稿
を

し
た
た
め
た
も

の
で
あ
る
。

（や
き
や
ま

ひ
ろ
し
/
大
学
院
第
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）
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